
  

市政に対する一般質問

市政に対する
一 般 質 問

　今定例会では、13 人の議員が９月
２日、３日、６日に一般質問を行いま
した。質問の中から、主なものを質問
者順に掲載します。

　一般質問とは、議案と関係なく市の行政
事務の状況や将来に対する方針などをただ
すもので、市側は、質問に対し基本的な考
え方や問題解決策について答弁します。

坂 本 達 夫 議 員  
◯循環バスについて
◯ 商工観光課に設置した「工業団地等相談窓口」
について
◯幸手市のサクラについて
◯窓口トラブルについて  

松 田 雅 代 議 員  
◯市の学校教育内容の充実について
◯ 市のカーボン・ニュートラル対策への取り組
みについて
◯人口問題、移住・定住政策の推進について  

小 林 英 雄 議 員  
◯環境問題について
◯ 新型コロナウイルス感染症への対応・対策
ついて
◯市内小・中学校の現状と将来について  

木 村 治 夫 議 員  
◯公共施設アセットマネジメントの推進について
◯農業生産基盤の整備と優良農地の保全について  

枝 久 保 喜 八 郎 議 員  
◯住みやすい街づくりについて
◯新庁舎建設資金の考え方について
◯「いじめ」に対する見解について 

武 藤 壽 男 議 員  
◯ 職員の時間外勤務(残業)の状況とその要因、
職員の勤務の市の現況と方針について
◯ 新型コロナウイルス感染症の市の現状認識
と対応について

藤 沼 　 貢 議 員  
◯人口問題について ( 市長選挙公約 )

四 本 奈 緒 美 議 員  
◯防災・減災対策について
◯がん患者の負担軽減について  

本 田 謡 子 議 員  
◯クビアカツヤカミキリについて
◯コロナ禍の幸手市の対応や対策などについて
◯介護関係のワンストップ窓口について

小 河 原 浩 和 議 員  
◯ 市長の選挙公約実現に向けた進捗状況とその
課題について

海 老 沼 隆 夫 議 員  
◯幸手市の平和都市宣言等について
◯新型コロナウイルス感染防止対策について

小 林 啓 子 議 員  
◯行政のデジタル化・情報格差対策について

大 平 泰 二 議 員  
◯介護保険制度の事業及び特別会計について
◯新型コロナウイルス感染対策について

● それぞれの内容の詳細は会議録および市議会ホームページ（インターネット映像配信システム）でご覧になれます。
● 会議録は図書館、各公民館の図書コーナー、市役所の情報公開コーナー、または市議会ホームページで公開しています。
● ９月定例会の会議録は12月上旬頃公開予定です。

９
月
１
日
（
本
会
議
）

　
・
開
会
・
会
期
の
決
定

　
・
報
告
事
項

　
・
市
長
提
出
議
案
一
括
上
程
、

　
　
提
案
理
由
説
明

９
月
２
日
・
３
日
・
６
日
（
本
会
議
）

　
・
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

９
月
10
日
（
本
会
議
）

　
・
議
案
に
対
す
る
質
疑

　
・
議
案
の
委
員
会
付
託

９
月
13
日
・
14
日
（
委
員
会
）

　
・
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

９
月
15
日
（
委
員
会
）

　
・
総
務
常
任
委
員
会

９
月
17
日
・
21
日
（
委
員
会
）

　
・
建
設
経
済
常
任
委
員
会

９
月
29
日
（
本
会
議
）

　
・
委
員
長
報
告
、
質
疑
、
討
論
、
採
決

　
・
閉
会

９
月
定
例
会
　
会
期
日
程

9月定例会
傍　聴　者

新型コロナウイルス感染拡大
防止の為、傍聴を中止しました。

議会インターネット中継のアクセス件数

７月
45件

８月
31件

９月
2,201件

の方が視聴されました。
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の
や
り
方
や
能
率
的
、
効
率
的
な
事

務
処
理
の
方
法
を
組
織
的
に
検
討

し
、各
課
に
改
善
策
を
提
言
す
る
「
窓

口
改
善
担
当
」
を
設
置
す
べ
き
と
考

え
ま
す
。市
長
の
意
見
を
伺
い
ま
す
。

市
が
所
管
す
る
業
務
は
、

多
岐
に
わ
た
り
専
門
的
な
知

識
が
伴
う
こ
と
か
ら
、
窓
口
ト
ラ
ブ

ル
に
つ
い
て
は
、
業
務
を
熟
知
す
る

原
課
が
解
決
に
向
け
た
対
応
を
す
る

こ
と
が
基
本
と
考
え
ま
す
。

新
た
に
窓
口
改
善
担
当
を
設
置
す

い
た
所
が
あ
っ
た
。
市
民
に
正
確
な

避
難
場
所
の
開
設
情
報
を
提
供
出
来

る
有
益
な
サ
ー
ビ
ス
と
考
え
る
が
、

幸
手
市
の
導
入
の
考
え
を
伺
う
。

こ
の
サ
イ
ト
は
、
最
寄
り

の
避
難
場
所
の
開
設
状
況
や

混
雑
度
を
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を

無
料
で
提
供
し
て
い
る
も
の
で
、
近

隣
自
治
体
で
も
導
入
し
た
と
い
う
こ

と
は
確
認
し
て
い
る
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
い
ざ
と
い
う

市
役
所
に
は
、
多
く
の
窓

口
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は

様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
窓
口
に
来
る
市
民
も
高
齢
化
し

て
お
り
、
そ
の
市
民
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る

仕
事
も
窓
口
の
大
切
な
仕
事
で
す
。

そ
の
意
味
で
窓
口
の
重
要
性
は
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
全
て
の
窓
口
ト
ラ
ブ
ル
の

事
例
を
集
め
、
市
民
の
た
め
の
仕
事

災
害
時
に
市
民
が
安
全

に
避
難
を
す
る
為
に
、
避
難

場
所
の
開
設
状
況
、
混
雑
状
況
、
地

図
の
情
報
を
、
随
時
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
一
目
で
確

認
出
来
る
ソ
フ
ト
が
開
発
さ
れ
、
民

間
企
業
が
専
用
サ
イ
ト
を
通
じ
て
無

償
提
供
を
し
て
い
る
。

令
和
元
年
、台
風
19
号
の
際
に
は
、

避
難
場
所
が
開
設
さ
れ
ず
混
乱
を
招

QQ

AA

窓
口
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

災
害
時
の
正
確
な
避
難
場
所
開
設
情
報
を
市
民
に

る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
窓
口
ト

ラ
ブ
ル
に
対
し
て
は
、
直
ち
に
そ
の

原
因
を
分
析
し
、
そ
の
結
果
に
つ
い

て
部
内
や
関
連
窓
口
と
の
情
報
共
有

を
行
う
と
と
も
に
、
接
客
の
際
の
意

識
改
革
や
事
務
改
善
に
つ
い
て
部
課

長
会
議
等
で
引
き
続
き
注
意
喚
起
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

 

（
市
長
）

時
の
避
難
行
動
に
役
立
つ
も
の
と
感

じ
て
い
る
。

今
後
に
お
い
て
、
情
報
発
信
の
効

果
だ
け
で
な
く
、
導
入
す
る
う
え
で

の
課
題
な
ど
も
研
究
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
先
行
事
例
の
情
報
を
収
集

し
、
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

 

（
市
民
生
活
部
長
）

四本奈緒美議員 坂本達夫議員

避
ひ

難
なん

場
ば

所
しょ
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に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
危
機
管
理

の
中
で
「
市
民
の
命
を
守
る
」
こ
と

に
つ
い
て
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

自
宅
療
養
パ
ッ
ク
は
、
本

人
に
対
し
て
も
支
給
で
き
る

よ
う
制
度
を
変
更
し
た
。
こ
の
こ
と

を
、
保
健
所
を
通
じ
て
該
当
者
へ
情

報
が
届
く
よ
う
周
知
を
お
願
い
し
た

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら

せ
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
公
共
施
設
へ
の
ポ
ス
タ
ー

掲
示
等
に
つ
い
て
も
機
会
を
捉
え
て

市
長
に
就
任
し
て
以
降
、

約
２
年
に
わ
た
っ
て
、
市
政

に
一
生
懸
命
、
取
り
組
ん
で
き
た

が
、
現
段
階
で
そ
の
道
程
は
未
だ
半

ば
で
あ
り
、
具
体
的
な
数
字
に
つ
い

て
は
申
し
上
げ
ら
れ
な
い
。

今
後
は
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策
に
万
全
を

期
す
一
方
で
、
自
身
の
公
約
に
資
す

る
取
組
み
に
つ
い
て
も
加
速
度
的
に

進
め
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

ご
質
問
に
あ
っ
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
つ
い
て
は
、
公
約
実
現
に
向
け
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
７

月
に
は
最
高
値
、
続
く
８
月

に
は
そ
の
４
・
８
倍
と
急
増
し
、
自

宅
療
養
者
も
増
え
て
い
る
。
幸
手
市

は
自
宅
療
養
者
の
支
援
に
対
し
、
県

よ
り
早
く
「
自
宅
療
養
パ
ッ
ク
」
を

始
め
た
が
、
そ
の
情
報
が
市
民
へ
届

い
て
い
な
い
。
自
宅
療
養
で
困
っ
て

い
る
市
民
へ
ど
う
支
援
の
手
を
差
し

伸
べ
る
の
か
、
必
要
な
情
報
の
周
知

木
村
市
長
に
は
選
挙
戦

に
お
い
て
、
市
民
本
位
の
政

治
を
推
進
す
る
こ
と
を
強
く
訴
え
、

魅
力
的
な
公
約
を
掲
げ
当
選
さ
れ
、

市
政
の
総
点
検
を
す
る
と
し
、
早
２

年
が
経
過
、
任
期
の
半
分
を
迎
え
た

と
こ
ろ
で
す
。

市
政
総
点
検
が
何
割
く
ら
い
進
ん

だ
の
か
、
公
約
実
現
の
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
は
で
き
た
の
か
伺
う
。

QQ

AA

コ
ロ
ナ
禍
の
自
宅
療
養
者
の
支
援
を
早
急
に

選
挙
公
約
実
現
に
向
け
た
進
捗
状
況
と
そ
の
課
題
は

努
力
し
て
い
く
。

市
長
と
し
て
「
市
民
の
命
を
守

る
」
こ
と
は
、
今
ま
で
も
心
掛
け
て

行
っ
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
心
を
締

め
て
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
判
断
を
自
分

の
責
務
と
し
て
捉
え
、
対
応
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

 

（
市
長
・
健
康
福
祉
部
長
）

適
切
に
行
財
政
運
営
を
進
め
て
い
く

一
環
と
し
て
作
成
す
る
予
定
で
あ

る
。 

 
 

（
市
長
）

本田謡子議員小河原浩和議員
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な
い
現
在
、「
平
和
の
作
文
」
の
取

り
組
み
自
体
は
、
現
在
ど
の
様
に

な
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
入
賞
者

に
は
ど
の
よ
う
な
指
導
・
対
応
が
な

さ
れ
て
い
る
の
か
を
伺
い
ま
す
。

平
和
の
作
文
事
業
に
つ
い

て
は
、
市
内
３
校
の
全
て
の

中
学
３
年
生
が
参
加
し
て
、
平
和
を

テ
ー
マ
と
し
た
作
文
の
中
か
ら
最
優

秀
な
ど
12
作
品
を
選
定
し
、
７
月
９

日
に
表
彰
式
を
実
施
し
ま
し
た
。

入
賞
作
品
は
「
平
和
の
作
文
集
」

伺
う
。

ま
た
、
幸
手
市
と
し
て
公
民
館
等

を
利
用
し
て
、
ス
マ
ホ
の
講
習
会
等

を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る

が
、
W
i

－

F
i
等
の
資
源
は
整
っ

て
い
る
の
か
を
伺
う
。

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
国
の
動

向
を
注
視
し
つ
つ
、
情
報
化
の
進
展

に
合
わ
せ
た
適
切
な
業
務
の
執
行
、

ま
た
そ
の
業
務
を
担
当
す
る
に
適
し

た
組
織
を
検
討
し
て
い
く
。

幸
手
市
は
一
九
九
〇
年
に

近
隣
市
町
村
に
先
駆
け
て
平

和
都
市
宣
言
を
行
い
、
二
〇
〇
〇
年

か
ら
は
広
島
で
の
平
和
記
念
式
典
に

は
、「
平
和
の
作
文
」
の
入
賞
者
を

派
遣
し
て
来
た
訳
で
す
が
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
、
昨
年
と
今
年
は
出
席
が

叶
わ
ず
に
生
徒
さ
ん
に
は
残
念
な
思

い
を
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

入
賞
者
を
派
遣
す
る
こ
と
の
出
来

９
月
１
日
よ
り
国
で
は
、

デ
ジ
タ
ル
庁
が
発
足
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
中
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
使
い
こ
な
せ
る
方
、
そ
う
で

な
い
方
の
「
デ
ジ
タ
ル
格
差
」
の
解

消
が
重
要
で
あ
る
。幸
手
市
と
し
て
、

ス
マ
ホ
の
操
作
が
苦
手
な
市
民
の
た

め
に
、
相
談
窓
口
の
設
置
や
、
デ
ジ

タ
ル
推
進
室
な
ど
の
設
置
が
必
要
と

思
う
が
、
幸
手
市
と
し
て
の
考
え
を

QQ

AA

幸
手
市
の
平
和
都
市
宣
言
な
ど
に
つ
い
て

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
情
報
格
差
対
策
は

に
掲
載
し
、
各
中
学
校
に
配
布
す
る

と
と
も
に
人
権
推
進
課
窓
口
で
希
望

す
る
方
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
例
年
、
各
中
学
校
で
２
学

期
の
初
め
に
全
校
生
徒
の
前
で
入
賞

作
品
を
発
表
す
る
機
会
を
設
け
、
平

和
に
つ
い
て
の
考
え
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。 

（
教
育
長
・
総
務
部
長
）

ま
た
、
情
報
格
差
対
策
と
し
て
、

市
民
向
け
の
「
ス
マ
ホ
教
室
」
等
に

つ
い
て
は
、
民
間
事
業
者
の
協
力
を

得
る
な
ど
し
な
が
ら
、
そ
の
実
施
を

考
え
て
い
く
。

な
お
、
公
民
館
施
設
等
に
お
け
る

公
衆
W
i-

F
i
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
市
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
関
す
る
方

向
性
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

 

（
総
合
政
策
部
長
）

小林啓子議員 海老沼隆夫議員
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ホ
ー
ル
を
活
用
し
た
臨
時
医
療
施
設

（
初
期
治
療
）
を
設
け
る
こ
と
を
市

が
埼
玉
県
に
提
案
す
る
こ
と
に
つ
い

て
伺
う
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
特
別
措
置
法
に
よ
り
、

臨
時
の
医
療
施
設
に
お
い
て
医
療
を

提
供
す
る
の
は
都
道
府
県
知
事
と

な
っ
て
お
り
、
市
は
設
置
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

　

県
に
確
認
し
た
時
点
で
は
、
ホ
テ

ル
や
公
共
施
設
に
臨
時
の
医
療
施
設

う
。

　

ま
た
、
教
員
の
働
き
方
改
革
、
子

ど
も
た
ち
の
学
び
の
質
的
変
化
に
対

応
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
必
要
な
機

能
や
人
材
、
体
制
の
強
化
は
必
須
。

教
育
長
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

　

新
し
い
義
務
教
育
の
在
り

方
を
踏
ま
え
て
作
成
し
た
、

学
校
教
育
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に

基
づ
き
、
学
び
の
サ
イ
ク
ル
の
充
実
、

不
登
校
等
児
童
生
徒
へ
の
支
援
、
一

人
一
人
に
応
じ
た
体
力
及
び
健
康
課

　

８
月
の
幸
手
市
の
感
染
者

は
２
４
７
人
と
７
月
の
４
・
８

倍
と
急
激
に
増
え
、
治
療
が
追
い
つ

か
な
い
事
態
だ
。
こ
の
た
め
家
庭
内

療
養
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
事
態
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
感
染
拡

大
を
広
げ
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　

感
染
拡
大
や
重
症
化
を
防
ぐ
た

め
に
市
内
の
ホ
テ
ル
の
借
り
上
げ
、

ま
た
は
ア
ス
カ
ル
幸
手
の
体
育
館
か

　

２
０
１
８
年
度
か
ら
幼
稚

園
の
、
２
０
２
０
年
度
よ
り

小
学
校
の
、
２
０
２
１
年
度
か
ら
中

学
校
の
教
育
指
導
要
領
が
改
訂
を
迎

え
て
い
る
。
さ
ら
に
今
年
１
月
、
中

央
教
育
審
議
会
が
「『
令
和
の
日
本
型

学
校
教
育
』
の
構
築
を
目
指
し
て
」

を
答
申
。
学
校
教
育
の
大
改
革
が
進

む
。
市
の
教
育
は
ど
う
変
わ
る
の
か
。

今
後
の
取
り
組
み
の
ポ
イ
ン
ト
を
伺

QQ

AA

臨

時

医

療

施

設

設

置

に

つ

い

て

市
の
学
校
教
育
を
支
え
る
体
制
の
強
化
を

を
設
け
る
予
定
は
な
い
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

市
は
自
宅
療
養
者
の
生
活
支
援
と

し
て
、
療
養
期
間
中
の
食
料
品
や
日

用
品
を
支
給
し
、
保
健
所
へ
市
保
健

師
を
派
遣
し
て
い
る
。
今
後
も
市
民

の
安
心
安
全
に
繋
が
る
支
援
を
検
討

し
て
い
く
。 

 

（
健
康
福
祉
部
長
）

題
の
解
決
等
に
向
け
た
改
革
が
必
要

と
な
る
。

　

教
職
員
が
本
来
行
う
べ
き
業
務
に

専
念
で
き
る
体
制
づ
く
り
の
構
築
を

進
め
る
と
と
も
に
、
特
に
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
、
教
育
相
談

体
制
の
充
実
等
を
強
化
し
、
教
育
長

と
相
談
・
連
携
し
な
が
ら
今
後
に
つ

い
て
積
極
的
に
検
討
し
て
い
く
覚
悟

で
あ
る
。 

 

（
市
長
・
教
育
長
）

大平泰二議員松田雅代議員
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市政に対する一般質問

的
な
長
時
間
労
働
と
な
っ
て
お
り
、

職
員
の
心
身
の
健
康
が
損
な
わ
れ
る

こ
と
が
強
く
懸
念
さ
れ
る
。
こ
れ
ら

を
是
正
す
る
た
め
に
は
、
現
在
４
人

で
あ
る
対
策
室
職
員
の
増
員
等
が
必

要
と
考
え
る
。
市
の
対
策
に
つ
い
て

伺
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
業
務
量
は
膨

大
な
た
め
対
策
室
職
員
４
人
だ
け
で

な
く
、
全
庁
職
員
が
一
丸
と
な
り
対

応
し
て
い
る
。

以
上
、
３
項
目
に
つ
い
て
伺
う
。

　

農
業
者
の
生
産
意
識
の
変

化
や
農
地
の
農
業
上
の
有
効

利
用
実
態
等
に
対
す
る
施
策
と
し
て

は
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
策
定

や
農
地
中
間
管
理
事
業
を
進
め
て
い

る
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
に
つ
い
て
、
地
域

の
意
向
を
把
握
し
な
が
ら
進
め
る
こ

と
で
、
農
地
の
有
効
利
用
、
効
率
的

か
つ
安
定
的
な
農
業
経
営
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か

ら
、
市
民
を
守
る
た
め
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
対
策
室
の
綿
密
な
準

備
、
ス
タ
ッ
フ
の
連
携
の
も
と
に
、

若
い
世
代
に
ま
で
順
調
に
進
ん
で
い

る
。
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
大
規
模
集
団
接
種
の
運
営
に
当

た
っ
て
い
る
対
策
室
は
、
膨
大
な
業

務
量
、
土
日
出
勤
等
に
よ
り
、
慢
性

　

⑴　

農
業
者
の
生
産
意
識

の
変
化
等
に
対
す
る
、
適
切

な
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

⑵　

本
市
農
業
の
農
地
の
農
業
上
の

有
効
利
用
実
態
等
に
つ
い
て
、
市
は

適
切
に
把
握
し
、
対
策
を
講
じ
て
い

る
の
か
伺
う
。

⑶　

市
と
し
て
、
優
良
農
地
保
全
の

観
点
か
ら
、
通
称
、
赤あ

か

道み
ち

と
言
わ
れ

る
道
路
等
の
問
題
に
つ
い
て
伺
う
。

QQ

AA

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

農
業
生
産
基
盤
の
整
備
と
優
良
農
地
の
保
全
を
問
う

接
種
業
務
に
は
、
会
場
設
営
、
医

療
従
事
者
の
確
保
、
接
種
業
務
の
従

事
等
、
様
々
な
業
務
が
あ
り
健
康
増

進
課
を
は
じ
め
総
務
部
に
お
い
て
全

庁
か
ら
応
援
職
員
を
派
遣
す
る
等
、

役
割
分
担
に
よ
り
運
営
し
て
い
る
。

ま
た
、
９
月
か
ら
併
任
に
よ
り
職

員
１
〜
２
人
の
配
置
を
予
定
す
る
。

今
後
も
全
庁
的
な
応
援
体
制
に
よ

り
対
策
室
の
業
務
負
担
を
軽
減
し
、

職
員
の
健
康
の
確
保
に
努
め
た
い
。 

 

（
総
務
部
長
）

　

ま
た
、
赤あ

か

道み
ち

と
言
わ
れ
る
道
路
等

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
関
係
す
る
農

家
と
事
業
者
で
行
わ
れ
る
話
し
合
い

や
、
事
業
者
へ
の
お
願
い
な
ど
、
市

と
し
て
で
き
る
協
力
を
し
て
い
く
。 

 

（
建
設
経
済
部
長
）

小林英雄議員木村治夫議員
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市政に対する一般質問

多
々
発
生
し
て
い
る
現
況
で
す
。

　

い
じ
め
防
止
は
期
間
的
に
強
化
す

る
も
の
で
は
な
く
常
に
現
場
の
対
応

が
必
要
で
す
。
い
じ
め
防
止
及
び
い

じ
め
感
知
時
の
指
導
啓
発
等
に
対
す

る
教
育
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

い
じ
め
は
ど
の
学
校
で
も

ど
の
子
ど
も
で
も
起
こ
り
う

る
も
の
で
あ
る
と
の
認
識
に
立
ち
、

関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
い
じ
め
を

生
ま
な
い
土
壌
を
作
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
子
ど
も
を
取
り
囲
む
大
人
ひ

　

救
急
搬
送
も
時
間
が
か
か
る
な
ど

の
、
在
宅
療
養
者
が
充
分
な
医
療
機

会
が
得
ら
れ
な
い
事
も
発
生
し
て
い

る
。
今
、
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
る

の
が
市
の
仕
事
で
は
な
い
か
。
関
係

機
関
と
協
議
し
臨
時
的
医
療
施
設
を

求
め
る
。

　

県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

策
特
別
措
置
法
で
都
道
府
県
知
事
や

医
療
施
設
開
設
者
が
開
設
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
臨
時
的
医
療
施
設
の

　

平
成
17
年
の
い
じ
め
防
止

対
策
推
進
法
の
施
行
後
も
増

加
の
一
途
に
あ
る
い
じ
め
は
、
今
や

年
間
60
万
件
を
越
え
、
児
童
生
徒
が

自
ら
命
を
絶
つ
例
が
後
を
た
ち
ま
せ

ん
。
被
害
者
側
と
加
害
者
側
双
方
の

聴
取
・
調
査
を
公
正
に
行
う
立
場
に

あ
る
学
校
現
場
の
保
身
体
質
が
、
更

に
状
況
を
悪
化
さ
せ
、
解
決
へ
の
道

を
遠
く
し
、
係
争
化
に
至
る
例
が

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
本
市
に
於
い
て
も

８
月
以
降
急
拡
大
を
し
、
５
０
０
人

を
超
え
る
状
況
と
な
り
、
医
療
の
逼

迫
な
ど
で
自
宅
療
養
者
が
増
え
て
い

る
。
自
宅
療
養
は
家
庭
内
の
感
染
リ

ス
ク
、
感
染
者
の
隔
離
、
在
宅
治
療

の
診
療
の
現
状
、
感
染
者
家
族
の
食

事
の
困
難
さ
な
ど
、
危
機
的
な
危
機

管
理
対
応
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

QQ

AA

い
じ
め
問
題
に
対
す
る
指
導
啓
発
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
臨
時
的
医
療
施
設
は

と
り
ひ
と
り
が
、「
い
じ
め
は
絶
対

に
許
さ
れ
な
い
行
為
」
と
い
う
意
識

を
持
つ
こ
と
、
教
師
が
早
期
発
見
・

早
期
解
決
の
観
点
か
ら
、
日
々
の
子

ど
も
達
の
観
察
や
保
護
者
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
子
ど
も
達
の
人
権
を

守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
教
育
委
員

会
は
、
今
後
も
各
学
校
に
適
切
な
指

導
及
び
助
言
を
継
続
す
る
と
同
時

に
、
い
じ
め
防
止
対
策
を
徹
底
し
て

ま
い
り
ま
す
。 

 
 

（
教
育
長
）

設
置
を
、
市
町
村
に
要
請
す
る
予
定

は
無
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

市
民
の
健
康
と
生
命
を
守
る
た
め

に
、
日
頃
か
ら
幸
手
保
健
所
と
連
携

を
図
る
中
で
、
自
宅
療
養
者
と
そ
の

家
族
へ
の
療
養
期
間
中
の
食
事
の
提

供
を
県
内
で
も
い
ち
早
く
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
も
関

係
機
関
と
密
に
情
報
共
有
を
行
い
、

市
が
行
う
生
活
支
援
に
つ
い
て
、
検

討
し
て
い
く
。 

 

（
健
康
福
祉
部
長
）

武藤壽男議員 枝久保喜八郎議員
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市政に対する一般質問

　

人
口
問
題
は
、
全
て
の
分

野
に
か
か
わ
る
こ
と
か
ら
、

様
々
な
施
策
を
職
員
一
丸
と
な
っ
て

進
め
る
。

　

若
い
世
代
の
定
住
促
進
の
た
め
、

子
育
て
支
援
、
教
育
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
人
材
育
成
を
進
め
る
こ

と
に
よ
り
、
行
政
組
織
の
活
性
化
を

図
る
。
ま
た
、
未
来
志
向
の
街
を
目

指
し
、
中
長
期
的
な
視
点
で
持
続
可

能
な
財
政
運
営
が
で
き
る
よ
う
財
政

基
盤
の
強
化
を
進
め
る
。
そ
し
て
、

市
民
の
皆
様
の
安
心
・
安
全
な
暮
ら

　

市
長
の
公
約
中
、
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
と
あ
る
が
す

で
に
本
年
６
月
末
日
に
５
万
人
を
切

る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
子
育
て
し
や

す
い
環
境
整
備
。
行
政
組
織
の
活
性

化
。
財
政
基
盤
の
強
化
。
災
害
、
く

ら
し
に
強
い
街
づ
く
り
に
ど
う
取
り

組
ま
れ
る
か
市
長
に
伺
う
。

Q

A

人

口

問

題

に

つ

い

て

議会報告会の延期について 

コロナ禍による厳しい財政状況に対処
し地方税財源の充実を求める意見書

し
を
守
る
た
め
、
各
種
防
災
事
業
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
住
み
よ
い
街

の
実
現
を
図
る
。 

 

（
市
長
）

　新型コロナウイルス感染症のまん延により、地域経済

にも大きな影響が及び、地方財政は来年度においても、

引き続き、巨額の財源不足が避けられない厳しい状況に

直面している。

　地方自治体では、コロナ禍への対応はもとより、地域

の防災・減災、雇用の確保、地球温暖化対策などの喫緊

の課題に迫られているほか、医療介護、子育てをはじめ

とした社会保障関係経費や公共施設の老朽化対策費など

将来に向け増嵩する財政需要に見合う財源が求められる。

　その財源確保のため、地方税制の充実確保が強く望まれる。

　よって、国においては、令和４年度地方税制改正に向

け、下記事項を確実に実現されるよう、強く要望する。 

記 

１ 令和４年度以降３年間の地方一般財源総額について

　 は、「経済財政運営と改革の基本方針2021」において、

令和３年度地方財政計画の水準を下回らないよう実質

的に同水準を確保するとされているが、急速な高齢化

に伴い社会保障関係経費が毎年度増大している現状を

踏まえ、他の地方歳出に不合理なしわ寄せがなされな

いよう、十分な総額を確保すること。

２ 固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、

　 制度の根幹を揺るがす見直しは家屋・償却資産を含め、

断じて行わないこと。生産性革命の実現や新型コロナ

ウイルス感染症緊急経済対策として講じた措置は、本

来国庫補助金などにより国の責任において対応すべき

ものである。よって、現行の特例措置は今回限りとし、

期限の到来をもって確実に終了すること。

３ 令和３年度税制改正において土地に係る固定資産税

　 について講じた、課税標準額を令和２年度と同額とす

る負担調整措置については、令和３年度限りとすること。 

４　令和３年度税制改正により講じられた自動車税・軽

　 自動車税の環境性能割の臨時的軽減の延長について、

更なる延長は断じて行わないこと。

５　炭素に係る税を創設又は拡充する場合には、その一

　 部を 地方税又は地方譲与税として地方に税源配分すること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出す

る。

令和３年９月29日

埼玉県幸手市議会議長　宮　杉　勝　男

意見書案第１号

　例年 11月に開催しております「議会報告会」
は新型コロナウイルス感染症拡大防止等のため延
期することといたしました。ご参加をご検討いた
だいていた皆様には、ご迷惑をおかけすることと
なり申し訳ありません。
　開催については、12月定例議会で協議決定す
る予定であります。決まりましたら改めて市議会
ホームページ等でお知らせいたしますので、ご理
解いただきますようお願い申し上げます。 藤沼貢議員
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